皆様

日本学術振興会特別研究員の印南です。添付ファイルの日程で合同勉強会を
開くことになりました(添付ファイルをご覧ください)。資料や予約
の都合上、参加される方はご一報いただければ幸いです。大まかな人数把握
のためですので、当日参加も歓迎です。たくさんの方のご参加
をお待ちしております。

参加される方へ：以下のどれにされるか、9月9日(日)中までに
このメールにご返信ください。

勉強会のみ参加
懇親会のみ参加
勉強会・懇親会両方に参加

(勉強会に参加と既にお伝えいただいている方も、お手数です
が、懇親会のことがあるので再度ご連絡いただけますか？)

発表者の方へ：
(a) 発表に必要な機器がありましたら、担当の長橋さん
(pika07300@yahoo.co.jp)に事前にご連絡ください。
(b) 配布資料の必要部数については、9月9日(日)時点での勉
強会への参加人数を10日にお知らせいたします。

それではお手数ですが、どうぞよろしくお願いいたします。

印南　洋 (いんなみ　よう)
日本学術振興会特別研究員
神田外語大学言語科学研究センター
innami@mre.biglobe.ne.jp
yoinnami@hotmail.com
＜第4回言語テスティング・第二言語習得合同勉強会＞

■場所：筑波大学人文社会学系棟8階B817教室
■日時：2007年9月23日 （日）

11:00～18:00

■昼食：当日は週末のため、学食が開いていません。各自、昼食をご持参ください。10分ぐらい歩けばお店もあります。

日程

	時間
	司会
	内容
	発表者

	11:00～11:30
	印南
	簡単な自己紹介
	

	11:30～12:20
	印南
	統計分析ワークショップ：みんなでメタ分析を体験しよう
	印南洋 (日本学術振興会)・小泉利恵 (常磐大学)

	12:20～13:20
	
	昼食休憩
	

	13:20～14:10
	印南
	文献輪読1

Barcroft, J. (2007). Effects of opportunities for word retrieval during second language vocabulary learning. Language Learning, 57, 35-56. 
	中川知佳子 (筑波大学大学院）

	14:20～15:10
	印南
	文献輪読2

Walters, F. S. (2007). A conversation-analytic hermeneutic rating protocol to assess L2 oral pragmatic competence. Language Testing, 24, 155-183.
	井上千尋 (東京外国語大学大学院)

	15:20～15:45
	印南
	研究発表1

「直接ライティング・テストのトピックによるタスク困難度の検証」
	長橋雅俊 (筑波大学大学院)

	15:55～16:45
	印南
	文献輪読3

David, G. (2007). Investigating the performance of alternative types of grammar items. Language Testing, 24, 65-97.
	森本由子 (筑波大学大学院)

	16:55～17:25
	印南
	研究発表2

「スピーキングテストにおけるグループ．ディスカッションテスト―経験者同士のインターアクションを中心に」
	曲明 (東京外国語大学大学院)

	17:35～18:00
	印南
	研究発表 3

Developing a framework for task-based language teaching in a Japanese context
	新多了 (名古屋商科大学)

	18:30～
20:00
	森本
	懇親会
	


■論文輪読の方法

1) 担当者が内容を口頭でまとめる。

担当者はハンドアウト (A4用紙2枚から4枚程度) を準備する。

担当者は、聞き手に前提知識があることを前提とせずにまとめる。

2) 全員で疑問点・気づいた点について話し合う

■時間配分

文献輪読：発表20分、質疑応答30分程度
研究発表：発表15分、質疑応答10分程度

■発表者へのお願い

議論しやすいように、discussion points (疑問点、コメントなど) を挙げてください。

■文献輪読の発表者はA4用紙2枚から4枚程度でハンドアウトをまとめてください。研究発表の場合は、発表者にお任せします。
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